
© 2026 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc.

株式会社NTTデータ経営研究所

マネージャー 片岡 眞一郎

令和8年度
介護現場における業務改善推進セミナー

2026年５月26日

-介護現場における業務改善の取組-



© 2026 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc. 2

Agenda

1. 業務改善に関する概要・政策動向

2. 業務改善の考え方と進め方

（取組準備・課題抽出・実行計画・取組実施・振り返り）

3. お役立ち情報
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1
業務改善に関する概要・政策動向
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１．業務改善に関する概要・政策動向
総人口の推移

（出典）厚生労働省HP（我が国の人口について）
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１．業務改善に関する概要・政策動向
介護現場における深刻な人材不足

（出典）厚生労働省HP（第9期介護保険事業に基づく介護職員の必要数について）
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１．業務改善に関する概要・政策動向
高齢者１名に対する生産年齢人口の変化

（出典）https://relax-job.com/contents_list/8439
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１．業務改善に関する概要・政策動向
総合的な介護人材確保対策

出典：厚生労働省HP（第9期介護保険事業に基づく介護職員の必要数について）
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１．業務改善に関する概要・政策動向
生産性向上ガイドライン

（出典）厚生労働省ホームページ 介護分野における生産性向上について
https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-seisansei.html
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１．業務改善に関する概要・政策動向
重点開発分野 ９分野16項目

（出典）厚生労働省HP（「ロボット技術の介護利用における重点分野」を改訂しました）
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１．業務改善に関する概要・政策動向
介護生産性向上総合相談センター（ワンストップ窓口）

（出典） 厚生労働省 老健局高齢者支援課 介護業務効率化・生産性向上推進室
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１．業務改善に関する概要・政策動向
生産性向上ワンストップ窓口（千葉県介護業務効率アップセンター）

１．生産性向上の取組に関する相談
  介護テクノロジーや介護現場の生産性向上の方法に関する介護現場からの

相談に対応します。

２．介護テクノロジーの試用貸出
  開発企業の協力のもと介護テクノロジーの試用貸出を行います。

３．生産性向上の取組に関するセミナー・研修
  介護ロボット等を有効活用するためのセミナー・研修等を行います。

４．専門家による伴走支援
  業務の改善活動の一連の手順に関するセミナーの他、モデル事業所を選定し

伴走支援型の支援を実施します。

千葉県介護業務効率アップセンター
所在地 ：〒260-0013 千葉県千葉市中央区中央３丁目３ 6階

（公益財団法人介護労働安定センター千葉支部内）
開設時間：平日午前９時から午後５時まで
メール ：kaigochiba@kaigo-center.or.jp

WEBでのご相談も受け付けております！

mailto:kaigochiba@kaigo-center.or.jp
mailto:kaigochiba@kaigo-center.or.jp
mailto:kaigochiba@kaigo-center.or.jp
mailto:kaigochiba@kaigo-center.or.jp
mailto:kaigochiba@kaigo-center.or.jp
mailto:kaigochiba@kaigo-center.or.jp
mailto:kaigochiba@kaigo-center.or.jp
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１．業務改善に関する概要・政策動向
千葉県介護業務効率アップセンター 相談対応

介護の生産性向上・業務改善や介護ロボットICT機器の導入のお困りごとは千葉県介護業務効率アップセンターへご相談ください！

他の施設から介護ロボット
ICT機器を入れて使ってい
る話を聞いたが、自施設で
介護ロボットICT機器使うた
めに何をすればよいか分から

ない

担当者「施設の困っている
ことで介護ロボットICT機器
を使って解決したいことはあ

りますか」

相談者「入居者様を移乗さ
せる際に人で行っているため、

転倒事故が生じている」

担当者「それであれば移乗
をサポートする機器がたくさ
んあります。まずはお試しで

もいかがでしょうか。」

相談者「ぜひ自施設で試さ
せてください」

STEP1：事業所でのお困りごと

自施設で移乗機器の導入
検討をするために、3つの移
乗機器のお試し（試用貸

出）した

STEP2：ワンストップ窓口での相談 STEP3：その後の実施

３つの移乗機器を試して、
自施設に合う機器を選んで

導入をした

選んだ移乗機器を使った結
果、転倒事故は減っただけ
ではなく、職員の腰痛防止

にもつながった
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１．業務改善に関する概要・政策動向
介護テクノロジー導入支援事業

「当該計画の作成や取組の実施にあたって、原則として、都道府県に設置されてい
る介護生産性向上総合相談センターに相談するものとする」と国の要綱に記載あり

（出典）第33回社会保障審議会 資料（令和7年2月3日）
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１．業務改善に関する概要・政策動向
千葉県介護業務効率アップセンター 研修・伴走支援

セ
ン
タ
ー
・
事
務
局

介
護
施
設
・
事
業
所

千
葉
県

４月 ＞＞＞ ＞＞＞ ＞＞＞ ＞＞＞  ＞＞＞ ＞＞＞ ＞＞＞ ３月

成
果
報
告
会 

＋ 

事
業
説
明
（
一
般
公
開
）

生産性向上 / 介護テクノロジー導入活用の取組

▼参加する介護施設・事業所の募集

▼補助金申請 ＞＞＞ ▼介護テクノロジー導入 ＞＞＞ ＞＞＞ ▼請求書の提出

※補助金の流れ（時期）については予定でございます

▼補助金等の申請受付 ＞＞＞  ▼補助金等の交付決定 ＞＞＞ ＞＞＞ ＞＞＞ ▼補助金の交付

プログラム
参加事業所
60事業所

伴走支援
20事業所

研修
40事業所
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B
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３
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による支援

(訪問 or Web)

A

伴走支援者
による支援

(訪問 or Web)

A

伴走支援者
による支援

(訪問 or Web)

A

伴走支援者
による支援

(訪問 or Web)

A
登壇

事業所

事務局
による支援

(訪問 or Web)

A

B

第
４
回
（
成
果
発
表
）
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2
業務改善の考え方と進め方

（取組準備・課題抽出・実行計画・取
組実施・振り返り）
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２．業務改善の考え方と進め方
生産性向上（業務改善）ガイドライン

（出典）厚生労働省ホームページ 介護分野における生産性向上について
https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-seisansei.html
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２．業務改善の考え方と進め方
介護分野における生産性向上とは

製造業等における生産性向上

本ガイドラインでは（中略）、介護サービスの生産性向上を
「介護の価値を高めること」と定義しています。

介護サービス事業における生産性向上ガイドラインより引用）

生産性の代表的な定義は「生産性とは、生産性諸要素の
有効利用の度合いである」（ヨーロッパ生産性本部）というものである。

（公益財団法人 日本生産性本部HP）

生産性 ＝
産出（output）

投入（input）

■物的生産性

■付加価値生産性

労働生産性
（１時間当たり）

生産量

労働者数 × 労働時間

労働生産性
（１時間当たり）

付加価値額

労働者数 × 労働時間

介護分野における生産性向上
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２．業務改善の考え方と進め方
業務改善の7つの打ち手

（出典）介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン 改訂版
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000931990.pdf
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２．業務改善の考え方と進め方
業務改善の標準的なステップ
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２．業務改善の考え方と進め方
業務改善の進め方

手順

４
Do

改善活動に
取り組もう

手順

１
準備

改善活動の
準備をしよう

手順

２
見える化
現場の課題を
見える化しよう

手順

３
Plan

実行計画を
立てよう

手順

６
Action
実行計画を
練り直そう

手順

５
Check
改善活動を
振り返ろう
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２．業務改善の考え方と進め方
手順１：改善活動の準備をしよう

✓ 現場を先導する事ができるリーダーシップがある現場の管理層

（「この人が言うならやってみよう」と現場職員が感じる人材）

✓ 現状に問題意識を持ち、改善活動に前向きに取組むことができる人材

※将来の経営層を育成する観点からもメンバーを選定

プロジェクト
リーダー

✓ 現状に問題意識を持ち、改善活動に前向きに取組むことができる

現場のリーダー人材

✓ ICT・ロボットが好き／抵抗がない職員

✓ 看護師、OT、PT等の専門職
（特に移乗支援ロボットや排泄支援ロボット等、専門的な助言が必要な場合）

プロジェクト
メンバー

■プロジェクトメンバーの選び方

改善活動の準備をしよう
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２．業務改善の考え方と進め方
プロジェクトが上手く進む体制

改善活動の準備をしよう

こんなに忙しいのに、
プロジェクトチームは
何をやっているのか？

今回のプロジェクトは
全て任せた！
あとはよろしく！

協力なんて、
日々の業務で忙しくてムリ！

機器の導入・活用を進めています。
ご協力お願いします。

経営層

プロジェクト
チーム

プロジェクトチーム外の
現場職員

■プロジェクトが破綻する体制

逆時計回りでプレッシャーの連鎖をつくると現場は動かず、
プロジェクトチームが浮いてしまう

■プロジェクトが上手くいく体制

時計回りでプレッシャーの連鎖をつくると現場が動き、
プロジェクトチームが動きやすくなる

プロジェクトの目的は○○です！
皆さんのための取組です。
ご協力をお願いします！

報連相させてください！

プロジェクトチームの皆が言うなら
協力しよう！

経営層

プロジェクト
チーム

プロジェクトチーム外の
現場職員

機器の導入・活用を進めています。
ご協力お願いします。
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２．業務改善の考え方と進め方
手順２：現場の課題を見える化しよう

現場の課題を見える化しよう

付箋や気づきシート※に施設全体の課題を洗い出し
ます。

課題（付箋）を原因→結果の順番に
並べ矢印でつないでいきます。

課題に対する打ち手を検討します。

Step1 
課題を洗い出す

Step2
因果関係を考える

Step3 
解決する課題を特定する

■因果関係図の作り方
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２．業務改善の考え方と進め方
手順２：現場の課題を見える化しよう

現場の課題を見える化しよう

Step1 
課題を洗い出す

Step2
因果関係を考える

Step3 
解決する課題を特定する

夜勤業務に
精神的な負担を感じる

３F西の夜勤

⚫ 必ず施設の職員全員に「気づきシート」を

配ります。

⚫ 出来るだけ多くの気づき（＝課題）を集

めましょう。目標30枚！１枚に１課題。

ひとり何枚でもOKです。

⚫ 「課題の粒度感は？」「介護ロボット関係

ある？」・・・考えなくていいです。普段の

業務での不都合や負担に感じること、い

つもやりづらさを感じていること等をそのま

ま書いて下さい。

POINT
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２．業務改善の考え方と進め方
３M（ムリ・ムラ・ムダ）

現場の課題を見える化しよう

ムリ ムダ ムラ

設備や人材の心身への過度の負担 省力化できる業務 人・仕事量の負荷のばらつき

（出典）厚生労働省HP 「介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン」
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２．業務改善の考え方と進め方
手順２：現場の課題を見える化しよう

現場の課題を見える化しよう

Step1 
課題を洗い出す

Step2
因果関係を考える

Step3 
解決する課題を特定する

原 因 結 果 悪影響

人手不足

離職多

採用少

腰痛

家庭の事情

人間関係

募集しても
来ない

2人介助
を１人で

ムリな姿勢

面倒・時
間がかか
る

業務の偏
り

多忙・待て
ない

業務分担
不明確

３F西雰
囲気悪い

情報共有
不足

正しい移乗
知らない

自己流が
習慣化

ルール化さ
れていない

ミーティン
グ少ない

引継ぎ×
情報項目
が整理され
てない

習得・復習
機会ない

教える人が
いない

外部研修の
補助出ない

普段のコミュニ
ケーション×

業務の属人
化

マニュアル
見ない

移乗介助
の負担増

利用者の
重症化

施設の評
判×

介護のイ
メージ悪い

マニュアル・
手順書ない

XXXX

残業

CSの低下なぜなぜ分析
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２．業務改善の考え方と進め方
手順２：現場の課題を見える化しよう

現場の課題を見える化しよう

Step1 
課題を洗い出す

Step2
因果関係を考える

Step3 
解決する課題を特定する

XXXXX

原因 結果 悪影響

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

原因 結果 悪影響

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

XXXXX

1

7

1

4

5

3

4

5

1

2-1

6

4

4

1

7

1

4

5
3

4

5

1

2-1

2-2

6

１

4
1

7

1 4

5

3

4

5

1

2-1
2-2

6

4

4

3

１

2-2

①職場環境の整備

②業務の明確化と役割分担
（１）業務全体の流れの再構築

②業務の明確化と役割分担
（２）テクノロジーの活用

③手順書の作成

④記録・報告様式の工夫

⑤情報共有の工夫

⑥OJTのしくみづくり

⑦理念・行動指針の徹底

７つの打ち手

厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス分）
における生産性向上のガイドライン」
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２．業務改善の考え方と進め方
手順３：実行計画を立てよう

実行計画を立てよう

⚫ 課題解決の作戦

➔ 課題が解決するまでの道筋を立てる

⚫ 成果の見える化

➔ 評価指標を予め決めておく

⚫ 当初計画に固執しない

➔ 走りながら柔軟に計画変更

⚫ POINT

■課題解決の道筋を考える
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２．業務改善の考え方と進め方
課題解決の道筋を考える

実行計画を立てよう

現場課題を解決するための道筋（例）

見守りセンサーを導入する

タブレットから利用者の状態が分かる

訪室が減る

職員の負担が減る
利用者の睡眠を妨げない

職員の離職が減る

風が吹く

盲人が増える

猫が減る

ねずみが増える

桶屋が儲かる

例）「風が吹けば桶屋が儲かる」道筋

土埃が目に入り・・・

盲人が三味線で
生計を立てるため・・・
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２．業務改善の考え方と進め方
手順３：実行計画を立てよう

実行計画を立てよう

現場課題を解決するための道筋（例）

評価指標

訪室回数
（90回/人・日 → 65回/人・日）

職員の歩数
（8,000歩 → 5,000歩）

離職率
（20％→15％）

利用者から夜間コール回数
（30回/夜勤帯→15回/夜勤帯）

見守りセンサーを導入する

タブレットから利用者の状態が分かる

訪室が減る

職員の負担が減る
利用者の睡眠を妨げない

職員の離職が減る

風が吹く

盲人が増える

猫が減る

ねずみが増える

桶屋が儲かる

例）「風が吹けば桶屋が儲かる」道筋

土埃が目に入り・・・

盲人が三味線で
生計を立てるため・・・
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２．業務改善の考え方と進め方
手順３：実行計画を立てよう

実行計画を立てよう

手順２:現場の課題を見える化しよう千葉県介護テクノロジー導入計画（補助金申請様式）
※書式は、変更の可能性があります

（イ）事業計画

①-1 事業所の課題

複数選択可 記録業務に要する時間が長い 文書の量が多い

事業所内の情報共有が非効率 他事業所との情報共有が非効率

職員の心理的負担が大きい 超過勤務が多い

記録が不正確・不十分

その他 （自由記述）

①-2 導入する機器等

複数選択可 介護ソフト等 モバイルPC

※導入済み機器は「●」を、今年度導入予
定機器は「○」を入力ください

タブレット情報端末 スマートフォン

通信環境機器等 インカム

介護ロボット（見守りセンサー以外） 見守りセンサー

その他 （自由記述）

④ 機器等の導入と併せて実施する取組

複数選択可 職場の環境整備の見直し（整理整頓等）
業務の明確化と役割分担の見直し（業務全体の流れの再構築、テクノロジーの活用等）

業務手順書・マニュアルの作成（申し送り等の標準化等）
記録・報告様式の見直し
情報共有の方法の見直し
ＯＪＴの仕組みづくり（研修の実施等）
理念・行動指針の徹底
その他 （自由記述）

手順３:実行計画を立てよう
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２．業務改善の考え方と進め方
手順４：改善活動に取り組もう（U字の法則）

実行計画を立てよう
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２．業務改善の考え方と進め方
手順４：改善活動に取り組もう

実行計画を立てよう

⚫ とにかくやってみる！
上手くいかなくて当たり前。

⚫ 走りながら試行錯誤を繰り
替えすことが強い組織を創る。

⚫ 小さな成功事例をコツコツ
積み上げる。

⚫ 大きな改善は狙って出来る
ものじゃない！！

⚫ POINT

■小さな成功事例を積み重ねる
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２．業務改善の考え方と進め方
手順５：改善活動を振り返ろう

改善活動を振り返ろう

①成果指標に対する効果検証
目標値 vs 実績値

②上手くいった点、いかなかった点の整理・分析
差異が生じた要因等の検討

改
善
活
動
を
振
り
返
ろ
う

実
行
計
画
を
練
り
直
そ
う⚫ ①活動を評価し、②結果に基づいて議論する ➔ “感想”に終始しない！

⚫ 振り返りの日を予め決め、その日が来たら振り返る成果が出るまで粘らない

⚫ 「失敗」や「成功」のレッテルを張らない

Point

目標値 vs 実績値

要因を議論、対策検討

目標値 vs 実績値

要因を議論

各成果指標を評価し要因を議論する

あれ！？
なんで？？

想定より
良かった！
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２．業務改善の考え方と進め方
振り返り：成果指標に対する効果検証

①成果指標に対する効果検証
目標値 vs 実績値

目標
65回

実績
83回

訪室回数
目標値＝65回/人・日

機器導入1ヵ月後の効果測定
目標65回に対して

実績は83回と思ったより
訪室回数が減らなかった

導入前
90回

Aさんは、映像を確認してから訪

問するから、不必要な訪問は
減って楽になったって言ってたよ

たしかに導入前より減ってるけど、

思ったより減ってないね。
なぜだろう？

最初は設定方法が分からなくて

いつも通り訪室してたよね。
その影響かな？

あとBさんは、

「不安だから訪室してる」
って言ってたよ。

そういえば、センサーが鳴った時

利用者の状態がどうだったら
訪室するかは決めていなかったね

職員によって訪室の基準に

ムラがあるんだね

※成果指標の差異の分析（例）

②上手くいった点、いかなかった点の整理・分析
差異が生じた要因等の検討

改善活動を振り返ろう
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２．業務改善の考え方と進め方
振り返り：上手くいった点・いかなかった点の整理・分析

①成果指標に対する効果検証
目標値 vs 実績値

②上手くいった点、いかなかった点の整理・分析
差異が生じた要因等の検討

改善活動を振り返ろう

振り返りの視点（例）

よく訪室していた利用者が

よく眠れるようになっているね

転倒の原因が画像として残ってい

たから、カンファレンスで具体
的な検討ができたよ

未だ何人かの職員には、

何のために導入するのかが
伝わっていないね

アラートが鳴らないことがあったよ

コンセントが抜けていたみたい

アラートが鳴ってから駆けつけたら、

ベッドから落ちそうに
なっていたことがあったよ

※全体的な振り返り（例）

✓ 利用者への影響

✓ 職員のモチベーション

✓ 機器の使用方法

✓ 安全面

センサーの設定で
よくわからない点があるね
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２．業務改善の考え方と進め方
手順６：実行計画を練り直そう

実行計画を練り直そう

①対応策について議論する
要因（課題）に対する解決策の検討

②実行計画を見直す
検討結果を実行計画へ反映

改
善
活
動
を
振
り
返
ろ
う

実
行
計
画
を
練
り
直
そ
う

⚫ 些細なことでも、上手くいったことは組織全体で情報共有（横展開）する

⚫ 当初の実行計画に固執せず、どんどんアップデートする

Point

メーカーさんにお願いして

研修会をやってもらおう

しばらくアンケートで
機器に対する不安や使いづらい点

を聞いてみよう

一定期間は

定期的に効果測定
したほうがいいね

アラートが発報したときに

訪室する基準を
策定・周知しよう！

※自分たちだけで考えても分からない事は、メーカーの力も借りましょう
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２．業務改善の考え方と進め方
改善活動に終わりはない

実行計画を練り直そう

✓ 準備８割！

✓ 業務改善にゴールはない！

準

備

実

行

ゴール？

改善活動の準備をしよう

現場の課題を見える化しよう

実行計画を立てよう

改善活動に取り組もう

改善活動を振り返ろう

実行計画を練り直そう

現場の課題を見える化しよう

実行計画を立てよう

改善活動に取り組もう

改善活動を振り返ろう

実行計画を練り直そう

現場の課題を見える化しよう

実行計画を立てよう
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２．業務改善の考え方と進め方
（参考）千葉県介護業務効率アップセンター 研修・伴走支援

募集期間
令和8年6月12日（金）17時00分 必着
（千葉県介護業務効率アップセンター（chibakaigocenter@nttdata-strategy.com）へ電子メールで提出）

事業内容
①研修 ：介護事業所における業務改善研修プログラムを年4回一連で実施する。
②伴走支援：①研修への参加に加え、千葉県が業務委託するコンサルタント協力のもと、事業所の課題分析・課題
解決を実施する。

実施期間 選定日から令和８年３月末まで

募集事業所数
①研修 ：千葉県内60事業所 【施設系：40事業所、在宅系：20事業所】
②伴走支援：千葉県内20から25事業所程度（※①研修への参加数に含みます）

応募資格
• 介護保健法に基づく指定または許可を受けた千葉県内に所在する介護事業所

※ なお、養護老人ホームおよび軽費老人ホームも事業対象として含む
• 上述の事業内容を実施できること

選考方法 書類審査

提出書類

（１）介護現場の業務改善研修および伴走支援に関する申請書
ア 介護現場の業務改善研修および伴走支援に関する申請書（様式1）
イ 事業計画書（様式2）

（２）事業所概要
ア 法人定款 イ 建物平面図 ウ その他（組織図、パンフレット等）

※応募詳細は千葉県介護業務効率アップセンターHP（https://chiba-kaigocenter.com）を参照ください。

※ 在宅系事業所向けのオンライン研修の開催も予定しております。こちらの詳細は千葉県介護業務効率アップセンターHPをご参照ください。

https://chiba-kaigocenter.com/
https://chiba-kaigocenter.com/
https://chiba-kaigocenter.com/
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3
お役立ち情報
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３．お役立ち情報
千葉県 介護現場における業務改善事例動画（伴走支援参加者）

https://www.youtube.com/playlist?list=PLjalza9HHe9Grtj1tTF

AUIqf8CgsaRgP6

https://www.youtube.com/playlist?list=PLjalza9HHe9Grtj1tTFAUIqf8CgsaRgP6
https://www.youtube.com/playlist?list=PLjalza9HHe9Grtj1tTFAUIqf8CgsaRgP6
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３．お役立ち情報
介護分野における生産性向上ガイドライン

https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-seisansei-information.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-seisansei-information.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-seisansei-information.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-seisansei-information.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-seisansei-information.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-seisansei-information.html
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３．お役立ち情報
介護分野における生産性向上ポータルサイト

https://www.mhlw.go.jp/kaigoseisansei/

https://www.mhlw.go.jp/kaigoseisansei/
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３．お役立ち情報
介護職員の働きやすい職場環境づくり 取組事例集

令 和 5 年 度 令 和 6 年 度 令 和 7 年 度

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/R5_hyousy

ou_jireisyu.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001473353.

pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001683261.

pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/R5_hyousyou_jireisyu.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/R5_hyousyou_jireisyu.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001473353.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001473353.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001683261.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001683261.pdf
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